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県大会県大会県大会県大会組み合わせの基本原則組み合わせの基本原則組み合わせの基本原則組み合わせの基本原則    

    

１、学校対抗 

（１） シード対象大会 

新人県大会 → 総体県大会 → 新人県大会 

  

（２） 組み合わせの基本原則 

① 地区大会優勝校を前大会のベスト４入賞地区のランキング順にブロックに配置する。（Ａ→Ｄ

→Ｃ→Ｂ） 

② 前大会でベスト４に入賞している地区は、ランキング順に４ブロックに配置する。（Ａ→Ｄ→

Ｃ→Ｂ） 

③ ランキングを持たない地区については抽選によりブロックを決める。 

④ ブロックへの配置の手順。 

各地区がランキングを保持している場合の例： 

ランキング 1位地区優勝校がＡブロックの場合には、同地区 2位校はＢ、Ｃ、Ｄのいずれ

かのブロックへ抽選により配置する。 

 

２、ダブルス 

（１）シード対象大会 

総体県大会 → 総体県大会 

（２）組み合わせの基本原則 

① 地区大会優勝ペアを前大会のベスト４入賞地区のランキング順に第１～４シードに配置する。 

② 地区 2位ペアは優勝ペアとは反対側のブロックに配置する。なお、前大会でランキング保持

地区の場合には自動的にシード順位の低い側に配置される。 

③ ランキングを持たない地区については抽選によりシードを決める。 

④ 同一校の選手は同ブロックに偏らないように、ランクの近い選手と入れ替えをする。 

 

３、シングルス 

（１）シード対象大会 

   全日本ｼﾞｭﾆｱ → 新人県大会 → 国体県大会 → 総体県大会 →  

 

（２）組み合わせの基本原則 

① 地区予選のポイントおよび前大会の県大会のポイントの合計得点により順位をつける。 

      例：新人県大会の場合  新人地区大会＋全日本ｼﾞｭﾆｱ県大会 

② 地区予選のポイント    (  )内は改定前のポイント 

   1位 24(16)点  2位 16(10)点  Ｂ４ 12(8)点  Ｂ８ 8(6)点 Ｂ16 4(4)点 

③ 県大会のポイント 

   1位 24(48)点 2位 16(32)点 Ｂ４ 12(24)点 Ｂ８ 8(16)点 Ｂ16 4(8)点  

Ｂ32 1(４)点 

④ １６シードまでは学校バランスを考慮しながら配置する。（～４、～８、～１６） 

⑤ １７シード以降は地区と学校バランスを考慮して配置する。1回戦での同地区の対戦を避ける。 

⑥ 中学生以下については、新人大会および総体県大会のポイントは専門委員会で協議の上ポイン

トを与える場合がある。 

⑦ 全日本ジュニアおよび国体県大会では３２シード以降は機械抽選によりシードを配置する。 


